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　　　　 一 広島 ・愛媛県境域高校方言調査よ り 一
村　 上　 敬　 一
1　 は じめに
　本稿 では、瀬戸内海中央部 ・芸予諸島の高校、広島県立瀬戸田高校 と愛
媛県立弓削高校で行なった方言調査か ら、自方言に対する評価 と、周辺方
言に対する意識 に関する項目の調査結果についていくつか報告す る。
　芸予諸島では、瀬戸内しまなみ海道(以 下、 しまなみ海道)の 開通によっ
て、海上交通網の縮小 ・再編 と4陸 上交通網の整備がすすんでいる。人や
モノの移動手段は多様化 し、生活 ・交流圏は複雑化 しつつある。「橋」 は
「島」 という閉 じた世界を開いた世界 に変え、 ことばにも変化を もた らす。
言語形成期における生活基盤の大きな変化を経験 した高校生たちの言語意
識に注 目し、その一端を明 らかにしてみたい。
2　地域共同体としての 「しまなみ」地域
　有史以来、瀬戸内海地方では網の目のように張 りめ ぐらされた海上交通
網によって人 ・モノ ・情報が行 き交 ってきた。民間航路の要衝が各地に点
在 し、港を中心 とした商業、廻船業で繁栄を築いてきた。
　海を介 した生活形態を様変わりさせたのが、本州四国連絡橋(神 戸～鳴
門ルー ト、児島～坂出ルー ト、尾道～今治ルー ト)の相次 ぐ完成である。
本州 と四国とは陸続 きとなり、その途中の島々も含めて、海運か ら陸上交
通への転換が促進 されることとなる。
　広島県と愛媛県における本四連絡橋の架橋前 と架橋後の航路乗込人員 を
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比較 してみると、架橋前の1980年には、広島県は約1733万人(全 国1位)、
愛媛県 は約662万人(同3位)の 乗込人員 を数えていたD。 しか し、架橋
後の2002年には広島県で対1980年比50.7%の約879万人(全 国1位)、愛媛
県で57%の約378万人(同5位)に 減少 している。
　古 くか らこの地域では、県境を越 えて物資や人が動 き地域共同体を形成
してきた。 それが、本四連絡橋、 とくに1999年5月1日に開通 した しまな
み海道によって、広島 ・愛媛県境域 の島々に大きな変化がもたらされるこ
ととなる。尾道 と今治が陸路で結ばれると同時に、本州四国間の航路の多
くが廃止、縮小されたことで、芸予 の島々の生活 ・経済 ・文化は、大 きな
転換期にある。
3　調査 の概要
3-1　 調査の対象 ・実施
　本稿では、広島県立瀬戸田高校 と愛媛県立弓削高校の全校生徒を対象に
行なった言語調査の結果に基づいて考察を行なう。調査は2004年9月に、
瀬戸田高校 と弓削高校の1、2年 生 を対象 として、対面によるア ンケ 一ート
調査を行 なった。 また、後 日3年生の調査を実施後、郵送 にて結果をお送
りいただいた。
3-2　 調査地域の概観
　瀬戸田高校のある広島県尾道市 は、瀬戸内海のほぼ中央に位置 し、2005
年には御調郡御調町、向島町と、2006年には因島市、豊田郡瀬戸田町と合
併 して市域を広 げている。渡船が行 き交 う尾道水道、点在する寺院などで
知 られる。『暗夜行路』の志賀直哉、『放浪記』の林芙美子をはじめ、多 く
の文人が足跡を残 している。近年では映画の町として も知 られてお り、大
林宣彦監督の尾道三部作 ・新尾道三部作が有名である。
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　旧豊田郡瀬戸田町は、生口島の大部分 と高根島か らなる、広島 ・愛媛県
境の島である。合併前の2005年1月の人口は9,487人。温暖な気候を利用
した柑橘栽培が盛んで、 レモンの生産量は全国一を誇 っている。 日本画家、
平山郁夫の出身地 として も知 られる。
　弓削高校 は、2004年10月1日、弓削町 ・生名村 ・岩城村 ・魚島村の4町
村の合併で誕生 した、愛媛県越智郡上島町にある。上島町の人 口は、2005
年末現在8,271人。 旧弓削町 は愛媛県 の東北端に位置する。広島県因島市
と向かい合い、瀬戸内海のほぼ中央に浮かぶ弓削島、佐島、豊島、百貫島
の4つ の島か らなっている。平安時代 には、京都 ・東寺の荘園として製塩
を主産業 とし、江戸時代には今治藩によって治められていた。
図1　 尾道市の位置2) 図2　 上島町の位置3)
4　 自方言 に対する評価
最初 に、 自方言 に対 す る評価 をみてみ る。 図3は 「あなたの使 って い る
ことば にはどんなイ メー ジがあ りますか。」 とい う問 いに対 して、記述式
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の無制 限複数回答で回答 して もらったものをまとめた ものである。層合 わせ
て質問 には回答例 として 「美 しい」「汚い」 「丁寧」「荒 い」 を掲 げてある。
回答 は多岐 にわ たるので、 図にはプ ラス評価、マイ ナス評価 、中立、 その
他 にわ けて表す。
4-1　 瀬戸田葺校の場合
瀬戸田高校で は、 マイナス評価が およそ70%に達す るのに対 して、 プ ラ
ス評価 は13%にす ぎな い。全 回答 の33.3%が「荒 い」、16.4%が「汚 い」 と
な って いて、上位2つ で ほぼ半数 を占め る結果 とな ってい る。「荒 い」「汚
い」 ともに回答例 と して掲 げた語 であるため、結果 と して誘導 にな ったか
も しれないが、 それで も自方言 に対す る評価 の低 さが 目立 って いる。
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図3　自方言に対する評価
以下 に、具体 的 な回答 をすべて掲 げる。()は 、 回答数。
【プ ラス評価】
美 しい(10)楽 しい(3)親 しみがあ る、 か っ こいい、 ノ リがい い
(各2)使 いやす い、 は じけて いる、使 いま くって い る、 よい、面 白い、
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すば らしい、激 しい(各1)
【中立】
　ふ つ う(18)　わか らない(4)　 微妙(2)
【マイナス評価 】
　荒 い(61)汚 い(30)　こわい(13)　きつ い(12)雑 、 なれなれ しい
(各2)　ヤ ンキーっぽい、近 づ きに くい、 ム ッとくる、 ごち ゃ混ぜ、意 味
不 明、中途半端 、投 げや り、 でかい、丁寧 でない(各1)
【その他】
　語尾が上 が る、本 州 と発音 が違 う、瀬戸田 っぽい、男 っぽい(各1)
　注 目され る ところで は、「こわい」 と回答 した13人中11人、 「きっい」 と
回答 した12人中10人が女子生徒 の回答で あった。女子 生徒に よるマイナ ス
評価 が 目立 つ反面、 プ ラス評価 で10人の回答が ある 「美 しい」 は、1年 生
男子 の7名 をは じめすべて男子 の回答で あった。
4-2　 弓削高校の場合
　 弓削高校で は、 マイナス評 価が約45%であ るのに対 して、 プ ラス評価 は
約30%とな っている。 マイナス評価 の方 が多 いが、瀬戸 田高校 と比べて、
マイナ ス評価が少な く、 プ ラス評価 が多 い。 もっとも多 い回答 はここで も
「荒 い」 で、全体 の約24%を占め る。「荒 い」以外 で は、 中立 の 「ふっ う」
が約12%、 プ ラス評価 の 「美 しい」 が約10%と い うと ころが 目につ く。
「こわい」 と 「きつい」 はそれぞれ2名 と4名 にす ぎない。
　 以下 に、具体的 な回答をすべ て掲 げ る。()は 、 回答数。
【プ ラス評価】
　 美 しい(12)親 しみやす い(6)丁 寧(5)面 白い(4)使 いやす
い(2)　 あたたか い、風情が あ る、 か た くな い、 な ま りがな い、か っこ
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いい、 わか りやすい、 た くま しい、 いい感 じ、礼儀正 しい(各1)
【中立】
　ふつ う(15)　さまざま、何 も感 じない(各2)独 特、人 によ って違 う、
わか らない(各1)
【マイ ナス評価】
　荒 い(29)汚 い(6)田 舎 っぽい、 きつい(各4)　 こわい(2)や
や こ しい、適 当、 お しゃれでな い、 に ごりが多 い、ふつ う以下 、悪い、少
し変、怒 って いる(各1)
【その他】
　男 っぽい(2)　 ア クセ ン トが違 う、古 い、 タメ語 に近 い(各1)
　 プ ラス評価 で12人の回答があ る 「美 しい」 は、1年 生女子 のひとりをの
ぞいてあ とは男子 の回答であ った。 自方言 に対す る 「美 しい」 という男子
の評価 は、 どの ような具体 的事例 に もとづ くのか、興 味のあるところであ
る。 また 「親 しみやす い」 の6名 中5名 、「お も しろい」 の4名 すべてが
女子生徒 の回答 であ った。数 は少 ない ものの、女子生徒 のプ ラス評価 に も
注 目され る。
5　周辺方言 に対する意識
　県境を越えた交流が盛んに行なわれていて、地域共同体を形成する当該
地域 において、広島 ・愛媛両県の県庁所在地である広島市 と松山市に対す
る意識がどのようなものであるかを、 ここではみてい くことにする。
5-1　 広 島市 ・松山市 に対 する 「好意」
　図4は 、広 島市 と松 山市 につ いて、「どち らが好 きか」 をたずね た もの
であ る。
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　両校ともに 「広島が好 き」 との回答が80%を超える。広島県側の瀬戸田
高校はともか く、愛媛県側の弓削高校でも広島市に対 して好意が寄せ られ
る反面、県都松山市への好意の少なさが目立っている。
5-2　 広島市 ・松山市に対する 「親 しみ」
　 図5は 、広島市 と松山市について、「どちらに親 しみがあるか」をたず
ねたものである。
　図4と ほぼ同 じような割合を示 し、ここでも 「広島市に親 しみがある」
との回答が90%近い。弓削高校では、親 しみを持つという点でも、県域 と
いう行政上の単位がそれを支える要因になり得ていない。距離的に近 く、
社会 ・文化的に深 い交流のある広島県側 に好意、親 しみを持っという結果
になっている。
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図5　 広島市と松山市、どちらに親 しみがあるか
5-3　 広島市 ・松山市に対する 「あこがれ」
　図6は 、広島市 と松 山市 にっいて、「どちらにあこがれがあるか」 をた
ずねたものである。
　瀬戸田高校では、広島市 に対する 「好意」「親 しみ」の割合 と比べて、
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図6　 広島市と松山市、どちらにあこがれるか
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わずかではあるが 「あこがれ」の割合が減少する。弓削高校では反対に、
松山市に対す る 「好意」「親 しみ」 の割合 と比 べて、 わずかではあるが
「あ こがれ」の割合が増加する。それで も、両校 ともに約80%が、広島市
に対 してあこがれがある、 との回答である。
　 「好意」「親 しみ」「あこがれ」 という一種の心理的な尺度をもちいたと
きに、広島市に対する弓削高校生の志向が際立っ結果となった。県の最北
東端にあり、地続 きではないという地理的な条件はあるに しろ、県 という
行政単位が、 自分の住む県の県庁所在地 に対する志向を支える要因になり
得ていない。設問で は比較の対象を松山市 と広島 「市」 としたが、回答す
る高校生には、 日常生活の延長かち 「市]に こだわることな く、広域行政
圏としての広島が想起されたかもしれない。この点を次に検証 してみるこ
とにする。
6　自方言と周辺方言の類似性に対する意識
6-1　 弓削高校の場合
　愛媛県に属 しなが らも、広島県側に対する意識の高さが明 らかとなった
弓削高校の結果か ら先 にみてみよう。図7は 、広島、尾道、松山、今治、
笠岡(岡 山県)、大阪、東京の7都 市の うち、弓削高校生が、 自分 の方言
と1番 目に似ている/2番 目に似ていると判断 した都市にっいて、上位3
都市の割合を表 した ものである。
　弓削高校生において、 自方言 ともっとも似ていると考えられている方言
は、「好意」を寄せ、「あこがれ」や 「親 しみ」を抱 く広島市の方言(以 下、
広島方言)で ある。地域の中心都市である今治で もな く、地理的にもっと
も近 く生活圏を共有する尾道でもない。先 に述べた生活圏の実態か らして、
広島方言 との人を通 じた直接接触が頻繁にあるとは考えに くい。広島方言
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へ の志向が、 自方言 との同一視化を支えているものと考えられる。 旧弓削
町のテレビ放送は、ケーブルテレビによって愛媛、広島両県の放送が受信
可能である。広島県側の ローカル放送をより多 く視聴 しているとすれば、
テ レビを介 した広島方言 との接触機会 も多 くなる。
　 2番目に似ていると考え られている方言は、地理的にもづとも近い尾道
方言である。尾道方言 とは、直接的な接触 も多 いものと思われる。
　今治方言は、「1番目」では広島に次いで、「2番目」では尾道に次いで、
ともに2番 目の位置にある。旧弓削町など1町3村 の合併で誕生 した上島
町であるが、今治市 との合併が模索された時期 もある。仮に合併となれば、
船で1時 間かかる今治市の最北端に位置することになり、行政サー ビスな
どに不便をきたす という懸念もあっただろう。 しか し、そのような困難を 曾
乗 り越えて地域の中心地 と一つになろうという気運が高まらないのは、旧
弓削町における広島県側への生活面、心理面での依存関係などが大 きくか
かわっているものと思われ る。 このような流れのなかで、今治方言 との類
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似性 について も、広島方言、尾道方言 ほどに感 じることが ないのであろ
う。
　 さらに、県都松山方言と広島方言 との類似性についての意識をまとめた
ものが図8で ある(「8は、わか らない」)。広島方言 は、「1/2番 目に似
ている」 とす る回答 に75%(87人)が集中す るのに対 して、松山方言 は
「3/4番 目に似ている」 とする回答 を中心 とした山形の分布 となる。
6-2　 瀬戸田高校の場合
　続 いて、広島県側の瀬戸田高校の結果をみてみよう。図9は 、広島、尾
道、松山、今治、笠岡(岡 山県)、大阪、東京の7都 市のうち、瀬戸田高
校生が、 自分の方言 と1番 目に似ている/2番 目に似ていると判断 した都
市にっいて、上位3都 市の割合を表 した ものである。
　 「もっとも似ている」の回答では、同 じ経済圏にある尾道市が約63%、
っいで県庁所在地の広島が続 き、あ:わせると95%を超える。高校生 におけ
る 「(尾道よりも)広 島が一番似ている」 とい う約32%の数値 は、多いの
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　　　 図9　瀬戸田高校生が、自分の方言と1番目に似ている/2番目に
　　　　　　似ていると判断した都市
か少ないのか、中 ・高年層の実態 との比較が待たれるところである。船で
海を渡 るしかなか った時代を長 く過 ごした世代 と、橋で地続 きにな った世
代の違いは、広島に対する心理的な距離が異なって くるのではないだろう
か と推測 される。
7　自方言と他方言の相違性に対する意識
7-1　 瀬戸田高校の場合
　同県他地域の方言 との類似性を高 く意識 している、瀬戸田高校の様相か
ら先にみてみよう。図10は、瀬戸田高校生が、自分の方言 と 「6番目に似
ている/7番 目に似ている」 と判断 した都市のうち、回答の多かった笠岡
(岡山県)、大阪、東京の1頂位を示 したものである。
　それぞれの土地 との空間的な距離 と、 ことばの相違性に対する意識 は比
例 している。 もっとも遠 い東京の ことばが もっとも違 うものとして意識 さ
れ、次 に大阪のことばが違 うものと意識 されている。 ただ し、「1番目～
5番目」に限ると大阪と東京は逆転 し、東京のほ うが似ているもの として
　　　　　　　　　　　　　　　一12一
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考え られている。
　隣県岡山の最西端 に位置す る笠岡市 は、古 くか ら海上交通の要衝 として
栄えてきた。瀬戸田や弓削において も、海上交通の全盛期にその名を知 ら
ぬ者 はなか ったと思われる。瀬戸田高校生においては、過半数が 「1番目
～5番 目」に似ていると位置づけるいっぽ うで、4割 近 くが 「わか らない」
とす る、偏 った結果になっている。海上交通網の縮小が、近隣の港湾都市
のことばに対する意識にも影響を与えているようである。
フー2　 弓削高校の場合
　次に、愛媛県に属 しなが らも広島県側の方言 との類似性を高 く意識 して
いる、弓削高校の様相をみてみる。図11は、弓削高校生が、 自分の方言と
「6番目に似ている/7番 目に似ている」 と判断 した都市の うち、回答 の
多か った大阪、東京、笠岡の順位を示 したものである。
　 13」一
文林　四十号
図11弓 削高校生が、自分の方言と 「6番目に似ている/7番 目に
　　 似ている」と判断した都市
　東京/大 阪のことばに対する相違性の意識 は、瀬戸田高校の傾向 と似て
いる。東京のことばが もっとも違 うものとして意識 され、次に大阪の こと
ばが続 く。「1番目～5番 目」 においては、大阪と東京 はまった く同数で
ある。笠岡にっいては、瀬戸田と同様に 「わか らない」 とする回答が約4
割あって、認知度の低下が認められる。瀬戸田高校の結果と異なるのは、
「1番目～5番 目」 に位置づける回答が約3割 と少な く、「6、7番 目」に
位置づける回答 もまた3割 ほどある点である。
8　おわ りに
　旧瀬戸田町、上島町における生活環境の変容は、これか らも続 いていく
ものと考え られる。 このような情況が、若年層の ことばの将来にどのよう
な影響を与えるのであろうか。調査結果の一つをみなが ら、最後に考えて
みたい。
　図12は、「引 っ越 して も今の方言を話 し続 けるか」 とい う設問に対す る
回答を、高校別に表 した ものである。先にもふれたように、瀬戸田高校、
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弓削高校 ともに卒業後の就労先を島内に求 めるのは限 りがあり、進学す る
に しても島外に出るしかない。そのような情況におかれたとして、彼 らは
自方言に対 してどのような立場をとるのだろうか。
弓削
瀬戸田
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図12引 っ越 しても今の方言を話 し続けるか
　 「自分 の方言 を話 し続 ける」 と 「変え る」 を比較す ると、 弓削高校で は
39.7%/112%、瀬戸 田高校 で は34.0%/11.0%の回答 で あ った。 これ も
また世代 を通 した比較 の材料 を持 たないので推測 しかで きないが、 しまな
み海道 の開通が、 「島の方言」 とい うマイ ノ リティ意識 を、少 しずつ弱 め
る効果 を もた ら して い る可能性 があるか も レれな い。 「わか らな い」 とす
る回答 は、弓削高 校で49.1%、瀬戸 田高校で54.9%と多 くな った。 今後 、
この層 が どのよ うな動 向をみせ るかに、 芸予諸 島方言 の将来がか か って い
るの は確 かであ ろ う。
注
1)広島県の数値には、広島市、呉市と安芸群島(江 田島、倉橋島など)を結ぶ航
　　路や宮島航路などの人員を含み、愛媛県の数値には八幡浜市や宇和島市からの
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　 　 九 州 航 路 、 松 山市 な どか らの 関 西 航 路 の数 値 を含 む 。
2)尾 道 市WEBサ イ トよ り転 載 　 http:〃www.city.onomichi.hiroshima.}p/
3)上 島 町WEBサ イ トよ り転 載 　 http:〃www.tower.kamilima.ehirne.JPノ
【謝辞】
　今回の調査を行なうにあたって、瀬戸田高校、弓削高校の先生方にはたいへんお
世話 になりました。 ここに記 して感謝申し上げます。
参考文献
井上史雄(2004)「「隣のことば」の近・接関係一社会言語学における距離」『言語』
　　　　33-9　大修館書店
岩城裕之 ・村上敬一(2004)「兵庫県南西部～岡山市における関西方言受容モデル
　　　　の構築一コミュニティの状況と人の移動一」『日本方言研究会第79回研究
　　　　発表会発表原稿集』 日本方言研究会
陣内正敬 ・友定賢治(編)(2005)『関西方言の広がりとコミュニケーションの行
　　　　方』　 和泉書院
高橋顕志代表(2005)「「しまなみ」架橋による地域方言の変化』科学研究費補助金
　　　　研究成果報告書
友定賢治(1995)「関西弁は方言を変容させるか」『変容する日本の方言　言語95-
　　　　11別冊』大修館書店
藤原与___.(1990)『中国四国近畿九州方言状態の方言地理学的研究』和泉書院
村上敬一(2005a)「芸予諸島高校生の関西方言に対する意識 ・イメージ」神戸松蔭
　　　　女子学院大学国文学研究室(編 『文林』39
村上敬一(2005b)「兵庫県南西部 ・岡山県南東部における関西中央部方言の受容一
　　　　JR山陽本線 。赤穂線沿線 グロットグラム調査から一」陣内正敬 ・友定賢
　　　　治(編)r関西方言の広がりとコミュニケーションの行方』和泉書院
一16-・
